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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

猿
沢
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
振
興
会
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
当
振
興
会
は
、
今
年
四
月
か
ら
の
猿
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
受
託
に
向
け
、
市
と
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
指
定
管
理
受
託
が
猿
沢
地
区
の
一
層
の
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
出
張
所
に
つ
い
て
も
市
と
話
し
合
い
を
行
い
な

が
ら
、
大
東
町
内
の
各
協
働
体
の
意
向
と
し
て
、
出
張
所

機
能
を
存
続
す
る
よ
う
市
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

 

今
、
地
域
に
は
様
々
な
課
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
関
市
民

憲
章
に
あ
る
、
人
と
し
て
の
「
温
か
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
、

「
重
み
」
、
「
魅
力
」
が
あ
る
地
域
、
地
域
「
愛
」
に
あ
ふ
れ

た
住
民
形
成
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
づ
く
り
を
考
え
た
時
、
自
治
会
の
役
割
は

益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
振
興
会
と
共
に
「
や
ら

さ
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
「
自
ら
が
や
る
」
を
念
頭
に
、
今

ま
で
の
事
業
は
事
業
で
進
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若
者
を

取
り
込
み
、
各
地
域
課
題
を
話
し
合
う
機
会
を
増
や
し

て
頂
き
、
地
域
の
課
題
を
住
民
一
人
ひ
と
り
に
周
知
し
、

共
通
の
課
題
と
し
て
地
域
愛
を
育
て
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 
 

結
び
に
、
本
年
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て
今
年
一
年
が
最
良

の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      発行元  

                                      〒029-0431 

                                        大東町猿沢字板倉 57-1 

                                        （猿沢市民センター内） 

                                        猿沢地区振興会 
                                         

猿沢地区振興会だより 

新春 

「亥
年
」を
祝
う 

 

～
猿
沢
地
区
新
年
交
賀
会
～ 

 

１
月
５
日
（
土
）
正
午
か
ら
、
猿
沢 

地
区
新
年
交
賀
会
（
振
興
会
主
催
）
を
、

猿
沢
伝
承
交
流
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

地
区
民
が
一
堂
に
会
し
、
新
年
を
祝

福
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
親
交
を
深

め
る
場
と
し
て
開
催
し
て
い
る
猿
沢

地
区
新
年
交
賀
会
。 

昨
年
か
ら
猿
沢
在
住
の
４２
歳
年
祝

者
を
ご
招
待
し
、
若
い
世
代
の
考
え
や

思
い
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
、
猿
沢
の
将

来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
の
提
供
を

実
施
し
ま
し
た
。
会
に
は
、
平
成
５
年

度
猿
中
卒
の
、
中
津
山
俊
介
さ
ん
（
２

区
）、
及
川
満
さ
ん
（
３
区
）、
小
野
寺

仁
文
さ
ん
（
９
区
）
、
及
川
進
也
さ
ん

（
１２
区
）
の
４
名
が
出
席
さ
れ
、
挨
拶

の
中
で
「
こ
の
よ
う
な
場
で
、
地
区
の

皆
さ
ん
に
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
と

て
も
嬉
し
い
。
地
区
の
皆
様
と
新
年
を

祝
う
こ
と
が
で
き
と
て
も
良
か
っ
た
。

４２
歳
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
若
輩
者

な
の
で
今
後
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 

ま
た
、
交
賀
会
会
場
に
は
、
一
関

市
長
代
理
の
髙
橋
邦
夫
副
市
長
を

始
め
、
ご
来
賓
の
方
々
、
地
区
民
約

１
３
０
人
が
参
加
し
、
会
場
は
満

員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。 

 

余
興
で
は
猿
沢
芸
文
協
の
峠
琴

愛
好
会
と
聖
水
会
に
よ
る
琴
と
尺

八
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
、

菊
池
和
男
さ
ん
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

の
他
、
一
関
市
体
協
の
職
員
さ
ん

に
よ
る
「
い
ち
の
せ
き
体
操
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
余
興
の
最
後
に

は
猿
沢
小
唄
を
参
加
者
み
ん
な
で

踊
り
ま
し
た
。 

 
 

４２歳年祝者の皆さんからご挨拶をいただきました 
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今
月
は 

「
猿
沢
中
学
校
卒
業
生
４２
歳
年
祝
会
」 

を
紹
介
し
ま
す
。 

新
春
１
月
１
日
、
４２
歳
の
年
祝
い
を
迎
え
た
平

成
５
年
度
猿
沢
中
学
校
卒
業
生
が
故
郷
猿
沢
の
地

を
練
り
歩
き
、
元
気
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。 

４２歳年祝会の皆さん 

おめでとうございます☆ 

 

猿沢地区振興会 

＝職員募集のお知らせ＝ 
 平成 31 年度からの猿沢市民センター指定管理受託に合

せて、４月から採用の職員を募集します。 

 募集の詳細は、別紙チラシ「平成 31 年度採用猿沢地区

振興会職員募集のお知らせ」 

をご覧ください。 

※応募にはハローワークの紹介状が必要ですので 

ご注意願います。 

【お問い合わせは】  

振興会事務局（担当：千田） 

（猿沢市民センター内） 

電話：48-3366 

E-mail：s-shinkoukai@sarusawa-yo.jp 

 

平成30年12月31日現在
　（前月比）

人口 11万7,515人 -77

男 ５万6,971人 -46

女 6万0,544人 -31

世帯数 4万6,359世帯 3

人口 1万3,481人 -14

男 6,590人 -2

女 6,891人 -12

世帯数 5,042世帯 -3

人口 1,699人 -4

男 836人 -1

女 863人 -3

世帯数 588世帯 -2

人口と世帯数

一
関
全
体

大
東
地
域

猿
沢
地
区

本
年
も 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

猿
沢
地
区
振
興
会 

峠山伏神楽保存会による祈祷の様子 


